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第２３回土・水研究会「農作物による

有害化学物質の吸収とそのリスク管理」報告

小野 信一化学環境部重金属研究グループ長

農業環境技術研究所が主催する第 回土・23
水研究会「農作物による有害化学物質の吸収と

そのリスク管理」が 月 日つくば農林ホー2 22
ルにおいて開催されました。参加者は、農林水

産省、都道府県、民間企業、大学、独立行政法

人などから合計で 名でした。261
現在、国内外において食品の安全性に対す

る意識・関心が高まっています。カドミウムな

どの重金属については、 委員会で国際的Codex
な安全基準の強化が論議され、コメをはじめと

して農作物の安全性確保のための取り組みが進

められているところです。一方、環境残留性の

高い化学物質の汚染から人の健康および環境を

保護することを目的とした「残留性有機汚染物

質に関するストックホルム条約 （ 条約）」 POPs
が発効し、残留性の高い有機汚染物質の動態を

十分に把握することが国際的に求められていま

す。

これらのことから、農耕地土壌中に長期間

残留し、農作物に吸収されて食の安全性をそこ

なう恐れのある有害化学物質については、それ

らのリスク管理対策を急ぐ必要があります。

そこで、このシンポジウムでは、重金属や

ドリンなどの有害化学物質について、 行政(1)
的な対応、 農作物による吸収に関する実態(2)
の把握、さらには、 汚染土壌のファイトレ(3)

（ ）メディエーション 植物を用いた土壌修復技術

や化学的洗浄法など新しい手法を応用したリス

ク管理技術について、最新の情報や研究成果を

報告して頂き、討論を行いました。

行政からの講演に対しては、 委員会でCodex
決まった野菜などのカドミウム基準値に関して

農林水産省として国内基準をどのように設定し

て行くのかという質問があり 「食品安全委員、

会」で食品中のカドミウムについて審議が予定

されているので、その結論を待って検討を進め

るという回答でした。ドリンやヒ素の作物吸収

については、吸収された後の植物体内での形態

変化について質問があり、ドリンについてはお

そらく形態の変化は少ない、ヒ素については詳

細は未解明という回答でした。ホウレンソウの

カドミウム吸収に関する講演に対して、低吸収

品種の開発についての質問がありましたが、種

苗会社との関係もありかなり難しいとの回答で

した。また、ホウレンソウは露地栽培でもハウ

ス栽培でも品種間差などで同じ傾向が見られる

のかという質問について、会場から同じ傾向が

見られるとのコメントがありました。

ファイトレメディエーションおよび土壌洗

浄によるカドミウム汚染土壌の修復技術に関す

る講演に対しては、実用化する場合のコストの

問題、回収されたカドミウムを含む資材の処理

問題が質問されました。ファイトレメディエー

ションでは、コストは ～ 万円 年くら19 25 /10a/
いまで低減でき、また収穫したイネは燃焼また

はバイオエタノール化を行うという回答でし

た。土壌洗浄では、コストは現行の客土より低

減し、またキレート資材に吸着させたカドミウ

ムを廃棄物処理またはリサイクル（カドミウム

回収）として処理するという回答でした。

総合討議の結論では、今後の国内基準値の

設定あるいは新たなリスクの発生に備えて、技

術の開発やマニュアルの作成などリスク管理に

関する対応が急がれるということになりまし

た。




